
(57)【要約】

【課題】　黒表示時の斜め視野における光漏れを低減で

き、かつ、正面視野と斜め視野との間の色度の変化を抑

制できる液晶表示装置を提供することを目的とする。

【解決手段】　液晶表示装置１００は、光入射側に偏光

板１０１を有し、光出射側に偏光板１０５を有する。光

出射側の偏光板１０５とＣＦ基板１０４との間には、所

定の光学特性を有する光学補償層１１７が配置される。

光入射側の偏光板１０１を構成するＴＦＴ基板１０２側

の保護層は、その厚みに応じたリタデーションを有する

。光学補償層の面内のリタデーションをＮ１とし、光入

射側の偏光板１０１のＴＦＴ基板１０２側の保護層の厚

みをＤ１とすると、それらは、０＜Ｄ１≦８０μｍの範

囲において、下記式：

　83.050-0.810×Ｄ１≦Ｎ１≦228.090-0.74×Ｄ１

を満たしている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護
層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 保 護 層 は そ れ ぞ れ の 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し
て お り 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 光 学 補 償 層 を 備 え 、  
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ
、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　  （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５  
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に
あ り 、 か つ 、  
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み を Ｄ １
［ μ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｄ １ ≦ ８ ０ μ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：  
　 83.050-0.810× Ｄ １ ≦ Ｎ １ ≦ 228.090-0.74× Ｄ １
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み Ｄ １ が ０ ＜ Ｄ １ ≦ ４ ０ μ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、  
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ １ 、 ｎ ｓ ２ 、
面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ １ 、 ｎ ｆ ２ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ

１ 、 ｎ ｚ ２ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ±
２ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ９
０ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、  
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦ ４ ６ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：  
　 29.87+1.79× Ｎ ２ -0.048× Ｎ ２ ２ +0.001× Ｎ ２ ３

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 187.22-1.66× Ｎ ２ +0.0475× Ｎ ２ ２ -0.0009× Ｎ ２ ３

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ １ ８ ５ ｎ ｍ で あ る
、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、  
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ 1、 ｎ ｓ 2、 面
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内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ 1、 ｎ ｆ 2、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ 1、
ｎ ｚ 2と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す
角 度 が そ れ ぞ れ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、  
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦ ２ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 162.560-8.874× Ｎ ２ +2.258× Ｎ ２ 2 -0.291× Ｎ ２ 3 +0.0165× Ｎ ２ 4 -0.000346× Ｎ ２ 5

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ ２

が 成 立 し 、 ２ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ ２

が 成 立 し 、 ６ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ９ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ ２

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 1205.596-41.304× Ｎ ２ +0.586× Ｎ ２ ２ -0.0028× Ｎ ２ ３

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ ２ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請
求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ７ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、 　  
前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ １ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を
ｎ ｆ １ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ １ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 か つ 、  
　 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 2、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率
を ｎ ｆ ２ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ ２ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ － ２
が 成 立 し 、  
前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 光 学 軸 が 前 記 光 入 射 側 基 板 に 垂 直 な 方 向 で あ り 、  
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ． ０ ｎ ｍ の 範 囲 で は 、  
　 36.859+7.617× Ｎ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 168.193+9.783× Ｎ ２
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ８ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 行 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 、 光 出 射 側 偏 光 板
と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 1の 保 護 層 、 偏 光 子 、 第 ２ の 保 護 層
か ら 成 り 、 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 ３ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 、
第 ４ の 保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 保 護 層 は そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に リ タ
デ ー シ ョ ン を 有 し て お り 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 光 補 償 層 を 備 え 、  
前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ 、
厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、  
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　 　 　 ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５  
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が な す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に
あ り 、 か つ 、
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ と し 、 且 つ 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の
面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ２ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ２ の 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ２ 、 保
護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ２ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ と し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー
シ ョ ン Ｒ ｔ ２ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ２ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ２ ＋ ｎ ｐ ｙ ２ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ２ ｝ × ｄ と 定 義
し 、 ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ｎ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：  
　 83.050-1.18× Ｒ ｔ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 228.090-1.08× Ｒ ｔ ２
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ２ を
満 た し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ７ ． ５ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 48.3-1.05× Ｒ ｔ ２ +0.00952× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 ３ ７ ． ５ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 342.0-16.9× Ｒ ｔ ２ -0.222× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ４ を
満 た し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ １ ０ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 8.75-0.957× Ｒ ｔ ２ +0.0093× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 １ ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ８ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 ３ ８ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 431.0-22.8× Ｒ ｔ ２ +0.302× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ を
満 た し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 65.2-0.805× Ｒ ｔ ２
が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ が ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ２ ５ ｎ ｍ で あ る 、
請 求 項 ８ ～ １ １ の 何 れ か 一 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が （ ｎ ｐ ｘ ２ － ｎ ｐ ｙ ２ ） × ｄ ２ ≦ １ ０ ［ ｎ ｍ
］ 及 び 、 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が （ ｎ ｐ ｘ ３ － ｎ ｐ ｙ ３ ） × ｄ ３ ≦ １ ０
[ｎ ｍ ]で あ る 、 請 求 項 ８ ～ １ ２ の 何 れ か 一 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ４ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に 使 用 す る た め の 偏 光 板 対 で あ っ て 、
　 第 １ の 保 護 層 と 、 第 １ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 １ の 偏 光 層 と 、 該 第 １ の 偏 光 層 面 に 垂 直 な 光
学 軸 を 有 し 、 面 内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ５ ｎ ｍ で 厚 み 方 向 の 位 相 差 が ５ ０ ～ １ ２ ３ ｎ ｍ の 複 屈
折 特 性 を 有 す る 負 の 一 軸 性 の 第 １ の 位 相 差 板 と 、 前 記 偏 光 層 面 と 平 行 で 且 つ 前 記 第 １ の 吸
収 軸 に 平 行 な 光 学 軸 を 有 し 、 面 内 の 位 相 差 が ８ ３ ～ ２ １ ０ ｎ ｍ で 、 面 内 の 相 互 に 直 交 す る
光 学 軸 方 向 の 屈 折 率 ｎ ｏ 、 ｎ ｅ 及 び 前 記 偏 光 面 と 垂 直 な 方 向 の 屈 折 率 ｎ ｚ が 、 ｎ ｏ ＝ ｎ ｚ
＞ ｎ ｅ の 関 係 に あ る 、 負 の 一 軸 性 の 第 ２ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね て 形 成 し た 第 １ の 偏 光
板 と 、
　 第 ２ の 保 護 層 と 、 第 ２ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 ２ の 偏 光 層 と 、 面 内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ
で 厚 み 方 向 の 位 相 差 が ０ ～ ３ ５ ｎ ｍ の 複 屈 折 特 性 を 有 す る 第 ３ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね
て 形 成 し た 第 ２ の 偏 光 板 と 、
を 組 み 合 わ せ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 有 り 、 前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の
面 内 位 相 差 が ０ ～ ７ ｎ ｍ 、 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １ が ０ ～ １ ７ ｎ ｍ の 範 囲 に あ り 、 前 記 第
１ の 位 相 差 板 の 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｃ １ と 前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １
と の 間 に 、
　 　 ５ ７ ． ０ － ０ ． ２ ３ × ｎ ｉ １ ＋ ０ ． １ １ × ｎ ｉ １ ２

　 　 　 　 ≦ 　 ｎ ｃ １ 　 ≦ 　 １ ２ ０ ． ０ － ０ ． ４ ２ × ｎ ｉ １ － ０ ． ０ ８ × ｎ ｉ １ ２

な る 関 係 が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 が 複 数 の 層 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に
記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 複 数 の 層 の 少 な く と も 一 部 が Ｔ Ａ Ｃ 層 と し て 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 の 液 晶 層 と 、 該 液 晶 層 を 挟 む 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 を 挟 む 、 請
求 項 １ ４ ～ １ ７ の 何 れ か 一 に 記 載 の 偏 光 板 対 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 偏 光 板 及 び 前 記 第 ２ の
偏 光 板 は 、 前 記 第 １ の 吸 収 軸 と 前 記 第 ２ の 吸 収 軸 と が 直 交 す る よ う に 配 設 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 光 学 軸 方 向 と ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 の 液 晶 層 の 光 軸 の 向 き と が 垂 直 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 Ｉ Ｐ Ｓ （ In-Plane Switching） 型 の 液
晶 表 示 装 置 に 関 す る 。  
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 と 、 液 晶 層 を 挟 み 込 む 一 対 の ガ ラ ス 基 板 と
、 ク ロ ス ニ コ ル 配 置 さ れ た 一 対 の 偏 光 板 と を 有 す る 。 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶
層 に 、 ガ ラ ス 基 板 と 平 行 な 方 向 に 電 界 を 印 加 し 、 液 晶 の 配 向 方 向 を 制 御 し て 、 画 像 の 表 示
を 行 う 。 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 の 配 向 方 向 と ガ ラ ス 基 板 と が 平 行 で あ る こ と
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か ら 、 Ｔ Ｎ （ Twist Nematic） 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 比 し て 、 広 視 野 角 を 実 現 で き る 利 点 が
あ る 。  
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 特 に 一 対 の 偏 光 板 の 偏 光 方 向 に 対 し て ４ ５ 度
の 方 位 か ら 視 野 角 を つ け て 観 察 す る 場 合 に は 、 色 度 の 変 化 が 観 察 さ れ 、 表 示 品 質 が 低 下 す
る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 色 度 変 化 を 抑 制 す る た め の 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載
さ れ た 技 術 や 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 技 術 が あ る 。 図 １ ９ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た
液 晶 表 示 装 置 の 一 部 を 示 し て い る 。 同 図 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 を 構 成 す る ガ ラ ス 基 板 ２ １ １ 、
及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 側 の 偏 光 板 ２ １ ９ を 図 示 し て い る 。 偏 光 板 ２ １ ９ は 、 偏 光 層 と し て 構 成
さ れ る Ｐ Ｖ Ａ （ ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 層 ２ １ ９ Ｃ と 、 保 護 層 と し て 構 成 さ れ る 、 Ｐ Ｖ Ａ
層 を 挟 み 込 む 一 対 の Ｔ Ａ Ｃ （ ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス ） 層 ２ １ ９ Ｂ 、 ２ １ ９ Ｄ と 、 光 学 補
償 層 ２ １ ９ Ａ と か ら 成 る 。  
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｔ Ａ Ｃ 層 ２ １ ９ Ｂ は 、 負 の リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し て い る 。 光 学 補 償 層 ２ １ ９ Ａ は 、 正 の
リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し 、 そ の リ タ デ ー シ ョ ン は 、 Ｔ Ａ Ｃ 層 ２ １ ９ Ｂ の リ タ デ ー シ ョ ン の 大
き さ と ほ ぼ 同 じ 値 に 設 定 さ れ る 。 特 許 文 献 １ で は 、 こ れ ら の 構 成 に よ り 、 Ｔ Ａ Ｃ 層 ２ １ ９
Ｂ で 生 じ る リ タ デ ー シ ョ ン を 、 光 学 補 償 層 ２ １ ９ Ａ で 打 ち 消 し 、 Ｔ Ａ Ｃ 層 ２ １ ９ Ｂ の リ タ
デ ー シ ョ ン に よ る 偏 光 を 小 さ く し て 、 色 度 変 化 を 低 く 抑 え る こ と が で き る と し て い る 。  
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ ０ は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装
置 ３ ０ ０ で は 、 一 対 の 偏 光 板 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ５ と 、 液 晶 層 ３ ０ １ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 、 ２ 軸
の 位 相 差 板 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ３ が 配 置 さ れ る 。 位 相 差 板 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ３ の リ タ デ ー シ ョ ン は 、
液 晶 層 ３ ０ １ の リ タ デ ー シ ョ ン と ほ ぼ 等 し く 設 定 さ れ る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 位 相 差 板 ３ ０
２ 、 ３ ０ ３ の 遅 相 軸 と 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 が 入 射 す る 側 の 偏 光 板 ３ ０ ４ の 偏 光 軸 と の 成 す 角
度 は 、 ０ 度 か ら ３ ０ 度 が 好 適 で あ る と 記 載 さ れ て い る 。  
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 中 間 階 調 表 示 で 液 晶 の 駆 動 電 圧 を 変 化 さ せ た と
き に は 、 緑 や 青 の 波 長 領 域 で 、 透 過 率 の 逆 転 が 発 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 特 許 文 献 ２
に は 、 上 記 構 成 に よ り 、 こ の 透 過 率 の 逆 転 を 抑 え 込 む こ と が で き る と 記 載 さ れ て い る 。 ま
た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 上 記 構 成 に よ り 、 視 野 角 を 変 化 さ せ た 際 の 色 度 変 化 を 抑 制 す る こ と
が で き る と 記 載 さ れ て い る 。  
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ０ ７ ２ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ２ ４ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 上 述 の よ う に 、 偏 光 板 １ ９ の Ｔ Ａ Ｃ 層 １ ９ Ｂ で 生 じ る 直 線 偏 光 の 乱 れ
を 光 学 補 償 層 １ ９ Ａ に よ り 補 償 し て 光 漏 れ を 抑 制 し 、 色 度 変 化 を 低 く 抑 え る こ と が で き る
と し て い る 。 し か し 、 実 際 に は 、 液 晶 層 で 生 じ る リ タ デ ー シ ョ ン や 、 カ ラ ー フ ィ ル タ で 生
じ る 光 拡 散 に よ り 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 に 入 射 す る 光 の 偏 光 状 態 は 変 化 し て い る た め 、 特 許
文 献 １ に 記 載 さ れ た 構 成 で は 、 光 漏 れ を 抑 制 し て 色 度 変 化 を 抑 え る 効 果 は 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 偏 光 板 ３ ０ ４ の 偏 光 軸 と 位 相 差 板 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ の 遅 相 軸 と の
ず れ に よ る 光 漏 れ 、 及 び 、 偏 光 板 ３ ０ ４ の 偏 光 軸 と 液 晶 層 ３ ０ １ の 光 学 軸 の ず れ に よ る 光
漏 れ を 考 慮 し て い な い 。 こ の た め 、 実 際 に は 、 偏 光 板 ３ ０ ４ の 偏 光 軸 と 、 位 相 差 板 ３ ０ ２
、 ３ ０ ４ の 遅 相 軸 と が な す 角 が ０ 度 か ら ３ ０ 度 の 範 囲 に あ る こ と に よ り 、 黒 の 表 示 時 に 光
漏 れ が 発 生 し て コ ン ト ラ ス ト 比 が 悪 化 し 、 表 示 品 質 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 か つ 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野
と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き 、 表 示 品 質 の 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
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る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次
に 第 １ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 保 護 層 は そ れ ぞ
れ の 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し て お り 、 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板
と の 間 に 配 置 さ れ る 光 学 補 償 層 を 備 え 、 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ
ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　  （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５  
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に
あ り 、 か つ 、  
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み を Ｄ １
［ μ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｄ １ ≦ ８ ０ μ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：  
　 83.050-0.810× Ｄ １ ≦ Ｎ １ ≦ 228.090-0.74× Ｄ １
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 や 光 出 射 側 基 板 で 生 じ る 光 の 分 散 を 、
光 学 補 償 層 に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 子 の 位 置 で 、 光
分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低
減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る 。 本 発 明 者 ら は 、 光
学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ と 、 例 え ば Ｔ Ａ Ｃ 層 と し て 構 成 さ れ る 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み
Ｄ １ と の 組 合 せ を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 こ れ ら が 、 上 記 関 係 式 を 満 た す と
き に 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間
の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る こ と を 突 き 止 め 、 本 発 明 を な す に 至 っ た も の で あ る 。  
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み Ｄ １ が ０ ＜ Ｄ １ ≦ ４
０ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 度 の 変 化 を 特 に 低 く 抑
え る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す
る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 光
出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光 入 射 側 偏
光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ １ 、 ｎ ｓ ２ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の
屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ １ 、 ｎ ｆ ２ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ １ 、 ｎ ｚ ２ と し た と
き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ±
２ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ９
０ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記
第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦ ４ ６ の 範 囲 で
、 下 記 式 ：  
　 29.87+1.79× Ｎ ２ -0.048× Ｎ ２ ２ +0.001× Ｎ ２ ３

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 187.22-1.66× Ｎ ２ +0.0475× Ｎ ２ ２ -0.0009× Ｎ ２ ３

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-196149 A 2005.7.21



　 本 発 明 の 第 ２ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 や 光 出 射 側 基 板 で 生 じ る 光 の 分 散 を 、
第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 子
の 位 置 で 、 光 分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け
る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る 。 本 発
明 者 ら は 、 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 が ９ ０ ± ２ ° の 範 囲 に あ る 液 晶 表 示
装 置 に つ い て 、 第 １ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ と 、 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ
ン Ｎ １ と の 組 合 せ を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 こ れ ら が 、 上 記 関 係 式 を 満 た す
と き に 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の
間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る こ と を 突 き 止 め 、 本 発 明 を な す に 至 っ た も の で あ る 。  
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ
１ が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ １ ８ ５ ｎ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ
れ る 色 度 の 変 化 を 特 に 低 く 抑 え る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す
る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 光
出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光 入 射 側 偏
光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ 1、 ｎ ｓ 2、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈
折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ 1、 ｎ ｆ 2、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ 1、 ｎ ｚ 2と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す
角 度 が そ れ ぞ れ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［
ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦
２ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 162.560-8.874× Ｎ ２ +2.258× Ｎ ２ 2 -0.291× Ｎ ２ 3 +0.0165× Ｎ ２ 4 -0.000346× Ｎ ２ 5

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ ２

が 成 立 し 、 ２ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ ２

が 成 立 し 、 ６ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ９ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ ２

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 1205.596-41.304× Ｎ ２ +0.586× Ｎ ２ ２ -0.0028× Ｎ ２ ３

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 や 光 出 射 側 基 板 で 生 じ る 光 の 分 散 を 、
第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 子
の 位 置 で 、 光 分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け
る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る 。 本 発
明 者 ら は 、 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 が そ れ ぞ れ ± ２
° の 範 囲 に あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 第 １ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ と 、 第 ２ 光
学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ ２ と の 組 合 せ を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 こ れ ら
が 、 上 記 関 係 式 を 満 た す と き に 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、
正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る こ と を 突 き 止 め 、 本 発 明 を な す に 至
っ た も の で あ る 。  
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン
Ｎ １ が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ ２ ３ ０ ｎ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で 観 察
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さ れ る 色 度 の 変 化 を 低 く 抑 え る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す
る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、  
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、 　  
前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ １ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を
ｎ ｆ １ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ １ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ １ － ｎ ｚ １ ） ／ （ ｎ ｓ １ － ｎ ｆ １ ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 か つ 、  
　 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 2、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率
を ｎ ｆ ２ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ ２ と し た と き に 、  
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｚ ２ ） ／ （ ｎ ｓ ２ － ｎ ｆ ２ ） ≦ － ２
が 成 立 し 、  
前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 光 学 軸 が 前 記 光 入 射 側 基 板 に 垂 直 な 方 向 で あ り 、  
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ． ０ ｎ ｍ の 範 囲 で は 、  
　 36.859+7.617× Ｎ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 168.193+9.783× Ｎ ２
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 や 光 出 射 側 基 板 で 生 じ る 光 の 分 散 を 、
第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 子
の 位 置 で 、 光 分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け
る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る 。 本 発
明 者 ら は 、 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
第 ２ 光 学 補 償 層 の 光 学 軸 が 光 入 射 側 基 板 の 垂 直 方 向 で あ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 第 １ 光
学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ と 、 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ ２ と の 組 合 せ を 変
化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 こ れ ら が 、 上 記 関 係 式 を 満 た す と き に 、 黒 表 示 時 の 斜
め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制
で き る こ と を 突 き 止 め 、 本 発 明 を な す に 至 っ た も の で あ る 。  
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 行 す
る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 、 光 出 射 側 偏 光 板 と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 1の 保 護 層 、 偏 光 子 、 第 ２ の 保 護 層 か ら 成
り 、 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 ３ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 、 第 ４ の
保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 保 護 層 は そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に リ タ デ ー シ
ョ ン を 有 し て お り 、 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 光 補 償 層
を 備 え 、 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率
を ｎ ｆ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、  
　 　 　 ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５  
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が な す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に
あ り 、 か つ 、 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ と し 、 且 つ 、 前 記 第 ２
の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ２ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ２ の 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ
ｐ ｙ ２ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ２ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ と し て 、 厚 さ 方 向
の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ２ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ２ ＋ ｎ ｐ ｙ ２ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ２ ｝
× ｄ と 定 義 し 、 ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ｎ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：  
　 82.813-0.900× Ｒ ｔ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 229.604-1.214× Ｒ ｔ ２
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が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 層 や 光 出 射 側 基 板 で 生 じ る 光 の 分 散 を 、
光 学 補 償 層 に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 光 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 子 の 位 置 で 、 光
分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低
減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る 。 第 ５ の 視 点 の 液 晶
表 示 装 置 は 、 第 １ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン を 行 っ た も の に 対 し 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み を 変 化 さ せ た 場 合 に 変 化 す る 光 学 特 性 は リ
タ デ ー シ ョ ン で あ る た め 、 保 護 層 の 厚 み を リ タ デ ー シ ョ ン に 読 み 替 え を 行 っ た 。 よ っ て 、
光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ と 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ と の
組 合 せ を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 こ れ ら が 、 上 記 関 係 式 を 満 た す と き に 、 黒
表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の
変 化 を 抑 制 で き る こ と を 突 き 止 め た 。 こ れ に 加 え て 、 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー
シ ョ ン を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン
を 変 化 さ せ る こ と で 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ を よ り 抑 制 で き る こ と を 突 き 止 め 、 本 発 明 を な
す に 至 っ た も の で あ る 。  
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ０ ≦ （
ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ２ を 満 た す と き に は 、 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最
大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に
垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン
Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と
、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ７ ． ５ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 48.3-1.05× Ｒ ｔ ２ +0.00952× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 ３ ７ ． ５ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 342.0-16.9× Ｒ ｔ ２ -0.222× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 す る こ と が 好 ま し く 、 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／
（ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ４ を 満 た す と き に は 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ １ ０ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記
式 ：  
　 8.75-0.957× Ｒ ｔ ２ +0.0093× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 １ ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ８ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 し 、 ３ ８ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：  
　 431.0-22.8× Ｒ ｔ ２ +0.302× Ｒ ｔ ２ ２

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ ２

が 成 立 す る こ と が 好 ま し く 、 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／
（ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ を 満 た す と き に は 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記
式 ：
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 65.2-0.805× Ｒ ｔ ２
が 成 立 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 光 も れ を 特 に 低 く 抑 え る こ
と が で き る 。  
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ
ン Ｒ ｔ ２ が ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ２ ５ ｎ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 偏 光 板 対 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 使 用 す る た め の 偏 光 板 対 で あ っ て 、 第 １ の 保 護 層
と 、 第 １ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 １ の 偏 光 層 と 、 該 第 １ の 偏 光 層 面 に 垂 直 な 光 学 軸 を 有 し 、 面
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内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ５ ｎ ｍ で 厚 み 方 向 の 位 相 差 が ５ ０ ～ １ ２ ３ ｎ ｍ の 複 屈 折 特 性 を 有 す る
負 の 一 軸 性 の 第 １ の 位 相 差 板 と 、 前 記 偏 光 層 面 と 平 行 で 且 つ 前 記 第 １ の 吸 収 軸 に 平 行 な 光
学 軸 を 有 し 、 面 内 の 位 相 差 が ８ ３ ～ ２ １ ０ ｎ ｍ で 、 面 内 の 相 互 に 直 交 す る 光 学 軸 方 向 の 屈
折 率 ｎ ｏ 、 ｎ ｅ 及 び 前 記 偏 光 面 と 垂 直 な 方 向 の 屈 折 率 ｎ ｚ が 、 ｎ ｏ ＝ ｎ ｚ ＞ ｎ ｅ の 関 係 に
あ る 、 負 の 一 軸 性 の 第 ２ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね て 形 成 し た 第 １ の 偏 光 板 と 、 第 ２ の 保
護 層 と 、 第 ２ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 ２ の 偏 光 層 と 、 面 内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ で 厚 み 方 向
の 位 相 差 が ０ ～ ３ ５ ｎ ｍ の 複 屈 折 特 性 を 有 す る 第 ３ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね て 形 成 し た
第 ２ の 偏 光 板 と を 組 み 合 わ せ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 の 液 晶 層 と 、 該 液 晶 層 を 挟 む
一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 を 挟 む 、 上 記 本 発 明 の 偏 光 板 対 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 偏 光 板
及 び 前 記 第 ２ の 偏 光 板 は 、 前 記 第 １ の 吸 収 軸 と 前 記 第 ２ の 吸 収 軸 と が 直 交 す る よ う に 配 設
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 偏 光 板 対 は 、 第 １ の 偏 光 板 と 第 ２ の 偏 光 板 と を 、 互 い の 光 吸 収 軸 同 士 が 直 交 し
、 か つ 、 第 １ 偏 光 板 の 第 ２ 位 相 差 板 と 第 ２ 偏 光 板 の 第 ３ の 保 護 層 と が 内 側 と な る よ う に 重
ね 合 わ せ て 、 第 ２ の 偏 光 板 側 か ら 光 を 入 射 す る と 、 第 １ ～ 第 ３ の 位 相 差 板 に よ り 、 第 １ の
偏 光 板 の 偏 光 層 の 位 置 で 光 分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 第 １ の
偏 光 板 と 第 ２ の 偏 光 板 と の 間 に 液 晶 層 を 配 置 し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、
液 晶 表 示 装 置 に お け る 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ を 低 減 す る こ と が で き 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 品
質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 偏 光 板 対 は 、 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 有 り 、
前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の 面 内 位 相 差 が ０ ～ ７ ｎ ｍ 、 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １ が ０ ～ １ ７ ｎ ｍ
の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｃ １ と 前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の 厚
み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １ と の 間 に 、
　 　 ５ ７ ． ０ － ０ ． ２ ３ × ｎ ｉ １ ＋ ０ ． １ １ × ｎ ｉ １ ２

　 　 　 　 ≦ 　 ｎ ｃ １ 　 ≦ 　 １ ２ ０ ． ０ － ０ ． ４ ２ × ｎ ｉ １ － ０ ． ０ ８ × ｎ ｉ １ ２

な る 関 係 が 成 立 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 液 晶 表 示 装 置 に お け る 斜 め 視 野 で の 光 漏
れ と 色 シ フ ト の 低 減 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 偏 光 板 対 で は 、 前 記 第 １ の 位 相 差 板 を 複 数 の 層 で 構 成 す る こ と が で き 、 そ の 場
合 、 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 複 数 の 層 の 少 な く と も 一 部 を Ｔ Ａ Ｃ 層 と し て 構 成 す る こ と が で
き る 。 複 数 の 層 に よ り 、 第 １ の 位 相 差 板 を 構 成 す る 場 合 に は 、 光 学 特 性 が 、 複 数 の 層 全 体
と し て 、 上 記 範 囲 の 値 に 設 定 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 視 点 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 光 学 軸 方 向 と ホ モ ジ ニ
ア ス 配 向 の 液 晶 層 の 光 軸 の 向 き と が 垂 直 に 配 置 さ れ る 構 成 を 採 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 で き 、 か つ 、 正 面
視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変 化 を 抑 制 で き る た め 、 表 示 品 質 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。  
【 ０ ０ ３ ３ 】
　
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 を 断 面 図 で 示 し て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装
置 １ ０ ０ は 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 側 か ら 順 に 、 光
入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 ） １ ０ ２ 、 液 晶 層 １
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０ ３ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ ） 基 板 １ ０ ４ 、 及 び 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５ を 有 す る 。 液
晶 層 １ ０ ３ と Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ と の 間 に は 、 配 向 膜 １ １ １ が 配 置 さ れ 、 液 晶 層 １ ０ ３ と Ｃ
Ｆ 基 板 １ ０ ４ と の 間 に は 、 配 向 膜 １ １ ３ が 配 置 さ れ る 。 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ と 光 出 射 側 の 偏 光
板 １ ０ ５ と の 間 に は 、 所 定 の 光 学 特 性 を 有 す る 光 学 補 償 層 １ １ ７ が 配 置 さ れ る 。 光 学 補 償
層 １ １ ７ は 、 例 え ば 貼 り 付 け や コ ー デ ィ ン グ に よ り 形 成 で き る 。  
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ 、 絶 縁 層 １ ０ ７ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ ８ 、 画 素 電 極 １ ０
９ 、 及 び 、 対 向 電 極 １ １ ０ を 有 す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ ８ は 、 画 素 電 極 １ ０ ９ に 供 給 す る 電 位 を
制 御 す る 。 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ で は 、 画 素 電 極 １ ０ ９ と 対 向 電 極 １ １ ０ と が Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １
０ ２ 上 に 形 成 さ れ 、 液 晶 層 １ ０ ３ の 液 晶 分 子 １ １ ２ に 横 方 向 の 電 界 が 印 加 さ れ る 。 絶 縁 層
１ ０ ７ は 、 有 機 膜 と シ リ コ ン 窒 化 膜 と を 含 む 。 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ １ １ ４
、 遮 光 層 １ １ ５ 、 及 び 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ ６ を 有 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ １ １ ４ は 、 液 晶 層 １
０ ３ を 通 過 し た 光 を 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 原 色 の 何 れ か の 色 に 着 色 す る 。 遮 光 層 １ １ ５ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ
１ ０ ８ や 図 示 し な い デ ー タ 線 等 を 遮 光 す る 。  
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 一 部 を 拡 大 し て 示 し
て い る 。 同 図 （ ａ ） は 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５ 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ 、 及 び 、 Ｃ Ｆ 基 板 １
０ ４ を 構 成 す る ガ ラ ス 基 板 １ １ ６ を 拡 大 し て 示 し て お り 、 同 図 （ ｂ ） は 、 光 入 射 側 の 偏 光
板 １ ０ １ 、 及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ を 構 成 す る ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ を 拡 大 し て 示 し て い る 。
光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ は 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｐ Ｖ Ａ か ら 成 る 偏 光 層 １ ２
０ 、 及 び 、 例 え ば Ｔ Ａ Ｃ か ら 成 る 第 １ 及 び 第 ２ の 保 護 層 １ ２ １ 、 １ ２ ２ を 有 し 、 光 出 射 側
の 偏 光 板 １ ０ ５ は 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 偏 光 層 １ ２ ０ 、 及 び 、 第 ３ 及 び 第 ４ の 保 護
層 １ ２ ３ 、 １ ２ ４ を 有 す る 。 各 保 護 層 １ ２ １ ～ １ ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 負 の １ 軸 の 位 相 差 板
と 同 様 に 作 用 し 、 そ れ ぞ れ の 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 厚 さ 方 向 に 有 す る 。  
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 構 成 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に つ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い
、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 、 及 び 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ の
第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 光 学 特 性 に つ い て 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル
に ま で 低 減 で き 、 か つ 、 色 度 の 変 化 が 光 学 補 償 層 １ １ ７ を 有 し な い 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶
表 示 装 置 に 比 し て 増 加 し な い 条 件 を 求 め た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ 、
及 び 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ の 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ 以 外 の パ ラ メ ー タ に つ い て は 、 以 下
の 表 １ に 示 す 値 を 採 用 し た 。 表 １ 中 に 示 す 光 軸 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ｘ ｙ ｚ 座 標 中 で 任
意 の ベ ク ト ル を 考 え た と き 、 任 意 の ベ ク ト ル を ｘ ｙ 平 面 に 投 射 し た ベ ク ト ル と ｘ 軸 と の な
す 角 を φ と し 、 任 意 の ベ ク ト ル と ｘ ｙ 平 面 と の な す 角 を θ と し て 定 義 す る 。  
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 な お 、 本 発 明 者 ら は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 先 立 ち 、 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お
い て 、 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 徐 々 に 低 下 さ せ た と き 、 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を ど の レ ベ ル ま
で 下 げ る と 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ が 表 示 品 質 に あ ま り 影 響 を 与 え な く な る の か を 実 験
に よ り 確 認 し た 。 実 験 の 結 果 、 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 通 常 の １ ／ ２ と す れ ば 、 斜 め 視 野 に
お け る 光 漏 れ は 、 表 示 に あ ま り 影 響 を 与 え な く な り 、 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を １ ／ ４ に す れ
ば 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ は ほ と ん ど 観 察 さ れ な い こ と を 確 認 で き た 。 そ こ で 、 上 記 斜
め 視 野 に お け る 光 漏 れ が 気 に な ら な い レ ベ ル と し て は 、 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 を
斜 め か ら 観 察 し た 場 合 に お け る 光 漏 れ の 輝 度 （ 光 漏 れ の 量 ） を 基 準 と し て 、 そ の 光 漏 れ の
量 が 、 半 分 と な る レ ベ ル を 採 用 し た 。 ま た 、 斜 め 視 野 方 向 と し て は 、 偏 光 板 の 偏 光 軸 か ら
の 方 位 角 が ４ ５ 度 と な る 方 向 を 採 用 し た 。  
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 リ タ デ ー シ ョ ン に つ い て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ と し
、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ と し 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と す る と き 、 換 算 の 厚
み を ｄ ［ ｍ ｍ ］ と し て 、 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン を （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） × ｄ と し て 定 義 し 、 厚 さ
方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ［ ｛ （ ｎ ｆ ＋ ｎ ｓ ） ／ ２ ｝ － ｎ ｚ ］ × ｄ と し て 定 義 す る 。 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン で は 、 （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ の 光 学 特 性 を 有 す る 光 学 補 償
層 １ １ ７ を 使 用 し 、 ま た 、 （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≧ ６ の 光 学 特 性 を 有 す る 第 ２
の 保 護 層 １ ２ ２ を 使 用 し た 。 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 光 学 軸 は 、 （ φ ， θ ） ＝ （ ０ ， ９ ０ ）
で あ る 。 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 遅 相 軸 と 液 晶 層 １ ０ ３ の 光 学 軸 と の 関 係 は 、 ± ２ 度 、 望 ま し
く は ０ 度 に 設 定 さ れ る 。  
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視
野 方 向 で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 透 過 率 比 は 、 黒 表 示 時 に 、 方 位 角 φ ＝ ４ ５ 度
、 視 野 角 θ ＝ ７ ０ の 方 向 か ら 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ を 有 す る 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０
０ を 観 測 し た 際 の 透 過 率 と 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ を 有 し な い 通 常 の 液 晶 表 示 装 置 を 観 測 し た
際 の 透 過 率 と の 比 で 定 義 さ れ る 。 同 図 か ら 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み が ０ μ ｍ ～ ８ ０ μ
ｍ の 範 囲 に あ り 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が お よ そ ４ ５ ｎ ｍ ～ ２ ２ ５ ｎ ｍ の 範
囲 に あ る と き に 、 透 過 率 比 を ０ ． ５ 以 下 に し て 、 黒 表 示 の 斜 め 視 野 方 向 で の 光 漏 れ を 、 気
に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き る 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み と 光 学 補 償 層 １ １ ７ の
リ タ デ ー シ ョ ン の 組 合 せ が 存 在 す る こ と が わ か る 。 こ こ で 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み ０
μ ｍ ～ ８ ０ μ ｍ は 、 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン ０ ｎ ｍ ～ ６ ． ０ ｎ ｍ 、 及 び 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ
ー シ ョ ン ０ ｎ ｍ ～ ５ ５ ｎ ｍ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視
野 方 向 で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 色 度 シ フ ト 比 は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ を 有
す る 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て 測 定 さ れ る 色 度 シ フ ト 量 と 、 光 学 補 償 層 １
１ ７ を 有 し な い 通 常 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 測 定 さ れ る 色 度 シ フ ト 量 と の 比 で 定 義 さ れ る
。 色 度 シ フ ト 量 は 、 「 1976 CIE Chromaticity Diagram」 に お け る 色 度 座 標 系 を 用 い て 、
正 面 方 向 （ （ φ ， θ ） ＝ （ ０ ， ０ ） ） で 観 察 さ れ る 色 度 （ ｕ ’ ， ｖ ’ ） ＝ （ ｕ ’ ０ ， ｖ ’
０ ） と 、 斜 め 視 野 方 向 （ （ φ ， θ ） ＝ （ ４ ５ ， ７ ０ ） ） で 観 察 さ れ る 色 度 （ ｕ ’ ， ｖ ’ ）
＝ （ ｕ ’ １ ， ｖ ’ １ ） と を 用 い て 、  
【 数 １ 】
　
　
　
に よ り 定 義 さ れ る 。  
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み を ０ μ ｍ ～ ８ ０ μ ｍ の 間 で 変 化 さ せ た 場
合 に は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 お よ そ ３ ０ ｎ ｍ ～ ２ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ
る と き に 、 色 度 シ フ ト 比 が １ を 下 回 っ て 、 色 度 変 化 を 抑 制 で き る こ と が わ か る 。 ま た 、 第
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２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み を ０ μ ｍ ～ ４ ０ μ ｍ と し 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を
お よ そ １ ３ ０ 以 上 に す れ ば 、 色 度 シ フ ト 比 を 効 果 的 に 抑 制 で き る こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ よ り 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き 、
色 度 変 化 を 抑 制 で き る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み と 光 学 補 償 層 １ １ ７ と の 組 み 合 わ せ を 求
め る と 、 図 ７ 中 に 示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み を ｘ と し 、 光 学 補 償 層
１ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 図 ７ に 示 す 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 （ 境 界 ） を 、 そ れ ぞ
れ １ 次 式 で 近 似 し 、 図 ７ に 示 す 範 囲 を 数 式 化 す る と 、 ０ ＜ ｘ ≦ ８ ０ の 範 囲 で 、
　 83.050-0.810× ｘ ≦ ｙ ≦ 228.090-0.74× ｘ
が 得 ら れ る 。  
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み と 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ
ン と の 組 み 合 わ せ を 図 ７ 中 に 示 す 範 囲 内 に 設 定 す る こ と で 、 斜 め 視 野 方 向 に お け る 光 漏 れ
を 気 に な ら な い レ ベ ル に ま で 低 減 し 、 色 度 変 化 を 抑 制 し て い る 。 こ れ は 、 第 ２ の 保 護 層 １
２ ２ の 厚 み と 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と を 、 上 記 範 囲 内 の 組 合 せ に 設 定
す る こ と に よ り 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ を 構 成 す る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ や 、 液 晶 層 １ ０
３ 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ で 生 じ る 光 の 分 散 を 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ に よ っ て 抑 え る こ と が で き 、
そ の 結 果 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５ を 構 成 す る 偏 光 層 １ ２ ０ の 位 置 で 、 光 分 散 が 少 な い 状
態 を 作 り 出 す こ と が で き る た め で あ る と 考 え ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の よ う に 、 黒
表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 し 、 ま た 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 の 変
化 を 抑 制 で き る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ４ ４ 】
　
　 図 ８ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 部 を 図 ２ （ ａ ） 及
び （ ｂ ） と 同 様 に 拡 大 し て 示 し て い る 。 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示
装 置 １ ０ ０ ａ は 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ と Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ を 構 成 す る ガ ラ ス 基 板 １ ０
６ と の 間 に 、 別 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ を 有 す る 点 で 、 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 と 相 違 す
る 。 本 発 明 者 ら は 、 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ ａ に つ い て シ ミ ュ レ ー シ
ョ ン を 行 い 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 、 及
び 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 に つ い て 、
斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル に ま で 低 減 で き 、 か つ 、 色 度 の 変 化 が 光 学
補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ を 有 し な い 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 比 し て 増 加 し な い 条
件 を 求 め た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ 以 外 の パ ラ メ ー タ に つ
い て は 、 以 下 の 表 ２ に 示 す 値 を 採 用 し た 。  
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 そ れ ぞ れ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ の 光 学 特 性
を 有 す る 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ を 使 用 し た 。 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７
の 遅 相 軸 と 液 晶 層 １ ０ ３ の 光 学 軸 と の 関 係 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ± ２ 度 、 望 ま し く
は ０ 度 に 設 定 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 遅 相 軸 と 液 晶 層 １ ０ ３ の 光 学 軸
と の 関 係 は 、 ９ ０ ± ２ 度 、 望 ま し く は ９ ０ 度 に 設 定 さ れ る 。  
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ
デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １
０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン が お よ そ ０ ． ６ ｎ ｍ ～ ４ ６ ｎ ｍ の 範 囲 に あ り
、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 お よ そ ３ ０ ｍ ｍ ～ １ ８ ０ ｍ
ｍ の 範 囲 に あ る と き に 、 透 過 率 比 を ０ ． ５ 以 下 に し て 、 黒 表 示 の 斜 め 視 野 方 向 で の 光 漏 れ
を 、 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ
タ デ ー シ ョ ン と Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン の 組 合 せ が あ る
こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ
基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン が ０ ． ６ ｎ ｍ ～ ４ ５ ｎ ｍ の 範 囲 で は 、
Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン に よ ら ず 、 色 度 シ フ ト 比 を １ 以 下
と す る こ と が で き る こ と が わ か る 。 ま た 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ
ー シ ョ ン を お よ そ １ ５ ０ ｎ ｍ 以 上 と す れ ば 、 色 度 シ フ ト 比 を ０ ． ８ 以 下 と す る こ と が で き
、 色 度 シ フ ト 比 を 効 果 的 に 抑 制 で き る こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ よ り 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き
、 色 度 変 化 を 抑 制 で き る 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ の 組 み 合 わ せ 求 め る と 、 図 １ １ 中 に
示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｘ と し
、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 図 １ １ に 示 す 範 囲
の 上 限 及 び 下 限 を 、 そ れ ぞ れ ３ 次 式 で 近 似 し て 、 図 １ １ に 示 す 範 囲 を 数 式 化 す る と 、 ０ ．
６ ≦ ｘ ≦ ４ ６ の 範 囲 で 、
　 29.87+1.79× ｘ -0.048× ｘ ２ +0.001× ｘ ３

　 　 ≦ ｙ ≦ 187.22-1.66× ｘ +0.0475× ｘ ２ -0.0009× ｘ ３

が 得 ら れ る 。  
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン 、 及 び
、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン を 図 １ １ 中 に 示 す 範 囲
に 設 定 す る こ と で 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 斜 め 視 野 方 向 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い
レ ベ ル に ま で 低 減 し 、 色 度 変 化 を 抑 制 す る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の よ う に 、 第 ２ の 保 護
層 １ ２ ２ に 、 上 記 範 囲 の リ タ デ ー シ ョ ン を 有 す る 光 学 補 償 層 １ １ ８ を 貼 り 付 け る こ と に よ
っ て も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ５ ０ 】
　
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ ｂ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０
ａ と 同 様 な 構 成 を 有 し 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 遅 相 軸 と 液 晶 層 １ ０ ３
の 光 学 軸 と の 関 係 が 、 ± ２ 度 、 望 ま し く は ０ 度 に 設 定 さ れ る 点 で 、 第 ２ 実 施 形 態 と 相 違 す
る 。 本 発 明 者 ら は 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ ｂ に つ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 Ｃ Ｆ 基 板 １
０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 、 及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側
の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 に つ い て 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ
を 気 に な ら な い レ ベ ル に ま で 低 減 で き 、 か つ 、 色 度 の 変 化 が 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８
を 有 し な い 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 比 し て 増 加 し な い 条 件 を 求 め た 。  
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ２ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
１ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン が お よ そ ０ ． ６ ｎ ｍ ～ ９ ２ ｎ ｍ の 範 囲 に あ
り 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 お よ そ ６ ０ ｍ ｍ ～ ２ ３ ０
ｍ ｍ の 範 囲 に あ る と き に 、 透 過 率 比 を ０ ． ５ 以 下 に し て 、 黒 表 示 の 斜 め 視 野 方 向 で の 光 漏
れ を 、 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の
リ タ デ ー シ ョ ン と Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン の 組 合 せ が あ
る こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ
基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン が お よ そ ０ ． ６ ｎ ｍ ～ １ ５ ｎ ｍ の 範 囲
で は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ を お よ そ １ ４ ０ ｎ ｍ 以 上 と す る と 、 色 度 シ フ
ト 比 を １ 以 下 と す る こ と が で き 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ
ン が お よ そ １ ５ ｎ ｍ 以 上 と す る と き に は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ
ー シ ョ ン に よ ら ず 、 色 度 シ フ ト 比 を １ 以 下 と す る こ と が で き る こ と が わ か る 。 ま た 、 Ｃ Ｆ
基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を お よ そ １ ５ ０ ｎ ｍ 以 上 と す れ ば 、 色
度 シ フ ト 比 を ０ ． ８ 以 下 と す る こ と が で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 効 果 的 に 抑 制 で き る こ と が わ
か る 。  
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ よ り 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で
き 、 か つ 、 色 度 変 化 を 抑 制 で き る 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ の 組 み 合 わ せ 求 め る と 、 図
１ ４ 中 に 示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン
を ｘ と し 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 図 １ ４ に
示 す 範 囲 を 、 ０ ． ６ ≦ ｘ ≦ ２ ２ 、 ２ ２ ＜ ｘ ≦ ６ ２ 、 ６ ２ ＜ ｘ ≦ ９ ２ の ３ つ の 領 域 に わ け 、
各 領 域 の 上 限 及 び 下 限 を 、 そ れ ぞ れ ２ 次 式 、 ３ 次 式 、 又 は ５ 次 式 で 近 似 し 、 図 １ ４ に 示 す
範 囲 を 数 式 化 す る と 、  
ｉ ） ０ ． ６ ≦ ｘ ≦ ２ ２ の 範 囲 で 、
　 162.560-8.874× ｘ +2.258× ｘ ２ -0.291× ｘ ３ +0.0165× ｘ ４ -0.000346× ｘ ５

　 　 ≦ ｙ ≦ 142.465+2.546× ｘ -0.017× ｘ ２

ｉ ｉ ） ２ ２ ＜ ｘ ≦ ６ ２ の 範 囲 で 、
　 73.04-0.977× ｘ +0.0220× ｘ ２ ≦ ｙ ≦ 142.465+2.546× ｘ -0.017× ｘ ２

ｉ ｉ ｉ ） ６ ２ ＜ ｘ ≦ ９ ２ の 範 囲 で 、
　 73.04-0.977× ｘ +0.0220× ｘ ２

　 　 ≦ ｙ ≦ 1205.596-41.304× ｘ +0.586× ｘ ２ -0.0028× ｘ ３

が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン 、 及 び
、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン を 図 １ ４ 中 に 示 す 範 囲
に 設 定 す る こ と で 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 斜 め 視 野 方 向 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い
レ ベ ル に ま で 低 減 し 、 色 度 変 化 を 抑 制 す る も の で あ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層
１ １ ８ の 遅 相 軸 と 液 晶 層 １ ０ ３ の 光 学 軸 と の 関 係 が 、 ± ２ 度 の 範 囲 に あ る と き に は 、 Ｃ Ｆ
基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン を 上 記 範 囲 に 設 定 す る こ と で 、
第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ５ ５ 】
　
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ ｃ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０
ａ と 同 様 な 構 成 を 備 え 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ が （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ
ｓ － ｎ ｆ ） ≦ － ２ の 光 学 特 性 を 有 し 、 そ の 光 学 軸 が 基 板 垂 直 方 向 で あ る 点 で 、 第 ２ 実 施 形
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態 と 相 違 す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ は 、 そ の 光 軸 が 正 の １ 軸 で あ り 、
厚 さ 方 向 に お よ そ ０ ｎ ｍ ～ ５ ５ ｎ ｍ 程 度 の リ タ デ ー シ ョ ン を 有 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 本
発 明 者 ら は 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ ｃ に つ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側
の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 、 及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学
補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を 含 む 光 学 特 性 に つ い て 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に
な ら な い レ ベ ル に ま で 低 減 で き 、 か つ 、 色 度 の 変 化 が 光 学 補 償 層 １ １ ７ 及 び １ １ ８ を 有 し
な い 通 常 の Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 比 し て 増 加 し な い 条 件 を 求 め た 。  
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ５ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
１ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン が お よ そ ０ ｎ ｍ ～ ６ ． ０ ｎ ｍ の 範 囲
に あ り 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 お よ そ ４ ５ ｎ
ｍ ～ ２ ２ ５ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る と き に 、 透 過 率 比 を ０ ． ５ 以 下 に し て 、 黒 表 示 の 斜 め 視 野 方
向 で の 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層
１ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン と Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン の 組
合 せ が あ る こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ６ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 同 図 か ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ
基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を 、 ０ ｎ ｍ ～ ６ ． ０ ｎ ｍ の 間 で 変 化 さ
せ た 場 合 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 お よ そ ３ ０ ｎ ｍ ～
２ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る と き に は 、 色 度 シ フ ト 比 が １ を 下 回 っ て 、 色 度 変 化 を 抑 制 で き る
こ と が わ か る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ リ タ デ ー シ ョ ン を お よ そ ３
． ０ ｎ ｍ ～ ６ ． ０ ｎ ｍ と し 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を お
よ そ １ ３ ０ 以 上 に す れ ば 、 色 度 シ フ ト 比 を 効 果 的 に 抑 制 で き る こ と が わ か る 。  
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ よ り 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で
き 、 色 度 変 化 を 抑 制 で き る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン と Ｃ
Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ と の 組 み 合 わ せ を 求 め る と 、 図 １ ７ 中 に 示 す 範 囲 が 得
ら れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｘ と し 、 Ｃ Ｆ 基 板 １
０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 図 １ ７ に 示 す 範 囲 の 上 限 及 び 下
限 を 、 そ れ ぞ れ １ 次 式 で 近 似 し 、 図 １ ７ に 示 す 範 囲 を 数 式 化 す る と 、 ０ ＜ ｘ ≦ ６ ． ０ の 範
囲 で 、
　 36.859+7.617× ｘ ≦ ｙ ≦ 168.193+9.783× ｘ
が 得 ら れ る 。  
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ８ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 光 学 補 償 の 様 子 を 示 し て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補
償 層 １ １ ８ は 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 基 板 垂 直 方 向 に 長 軸 を 有 す る だ 円 屈 折 体 と し て
表 さ れ 、 光 入 射 側 偏 光 板 １ ０ １ の 第 ２ の 保 護 層 は 、 基 板 水 平 方 向 に 長 軸 を 有 す る だ 円 屈 折
体 と し て 表 さ れ る 。 こ の と き 、 光 学 補 償 層 １ １ ８ 単 体 を 同 図 （ ａ ） に 示 す 斜 め 視 野 方 向 ａ
か ら 観 察 す る と 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 屈 折 率 が 横 方 向 に つ ぶ れ た よ う に 見 え 、 第 ２
の 保 護 層 １ ２ ２ 単 体 を 方 向 ａ か ら 観 察 す る と 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 屈 折 率 が 横 方 向
に 伸 び た よ う に 見 え る 。 こ の よ う な 光 学 補 償 層 １ １ ８ と 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ と を 積 層 す る
こ と に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ で 横 方 向 延 び た 屈 折 率 を 、 光 学 補 償 層 で 横 方 向 に つ ぶ し
て 観 察 す る こ と に よ り 、 屈 折 率 は 、 同 図 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 円 形 に 近 づ く こ と と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン 、 及 び
、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン を 図 １ ７ 中 に 示 す 範 囲
に 設 定 す る こ と で 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 斜 め 視 野 方 向 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い
レ ベ ル に ま で 低 減 し 、 色 度 変 化 を 抑 制 す る も の で あ る 。 第 １ 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 保 護 層
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１ ２ ２ の 厚 み を ０ ｎ ｍ ～ ４ ０ μ ｍ と し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ が 有 す る リ タ デ ー シ ョ ン 自 体
を す る 小 さ く す る こ と で 、 色 度 シ フ ト 比 を 特 に 低 く 抑 え る こ と が で き た が 、 本 実 施 形 態 で
は 、 上 記 の よ う に 、 負 の １ 軸 の 光 学 軸 を 有 す る 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン を
、 正 の １ 軸 の 光 学 軸 を 有 す る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ８ に よ っ て 補 償 す る こ
と で 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ を 薄 く 形 成 し た 場 合 と 同 様 に 、 色 度 シ フ
ト 比 を 低 く 特 に 抑 え る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ６ １ 】
　
　 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０
０ と 同 様 な 構 成 を 備 え て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ の 第 ２ の 保 護 層
１ ２ ２ （ 図 ２ （ ｂ ） ） の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５ の 第 ３ の
保 護 層 １ ２ ３ （ 図 ２ （ ａ ） ） の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 合 せ に よ り 、 斜 め 視 野 に
お け る 光 漏 れ を 低 く 抑 え る 。 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ 及 び 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ は 、 単 一 の 層 に
よ り 、 或 い は 、 複 数 の 層 の 積 層 に よ り 形 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実 施 形 態 に お け
る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み ｄ を 、 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン で 読 み 替 え る 。 こ の 場 合 、
図 ７ に お け る 保 護 層 の 厚 み を リ タ デ ー シ ョ ン で 置 き 換 え れ ば 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み 方 向 の
リ タ デ ー シ ョ ン を ｘ と し 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 ０ ｎ ｍ ≦ ｘ ≦
５ ５ ｎ ｍ （ ０ μ ｍ ≦ ｄ ≦ ８ ０ μ ｍ に 相 当 ） の 範 囲 で 、
　 82.813-0.900× ｘ ≦ ｙ ≦ 229.604-1.214× ｘ
を 満 た す と き 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 透 過 率 比 を ０ ． ５ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ タ デ ー シ ョ ン が 上 記 範
囲 に あ る と き 、 図 ２ に 示 す 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ が ８ ０ μ ｍ （ リ タ デ ー シ ョ ン ５ ５ ｎ ｍ ） の
と き の 透 過 率 比 の 最 小 値 （ ０ ． ３ ） を １ と し て 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 を １ 以 下 と す る
、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー
シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ を 求 め た 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ に お け る 屈
折 率 が 、 ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ２ の 関 係 を 有 す る 場 合 、 ０ ． ２
≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ４ の 関 係 を 有 す る 場 合 、 及 び 、 ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ
－ ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ の 関 係 を 有 す る 場 合 の そ れ ぞ れ に つ い て 行 っ た 。 ま た
、 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン 及 び 第 ３ の 保 護 層 １
２ ３ の リ タ デ ー シ ョ ン 以 外 の パ ラ メ ー タ に つ い て は 、 以 下 の 表 ３ に 示 す 値 を 採 用 し た 。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン に つ い て は 、 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折
率 を ｎ ｐ ｘ ２ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ２ の 垂 直 方 向 を ｎ ｐ ｙ ２ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折
率 を ｎ ｐ ｚ ２ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ２ と し た と き に 、 ｛ （ ｎ ｐ ｘ ２ ＋ ｎ ｐ ｙ ２ ） ／ ２ － ｎ
ｐ ｚ ２ ｝ × ｄ ２ ＝ Ｒ ｔ ２ [ｎ ｍ ]と し て 定 義 す る 。 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ
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ン に つ い て は 、 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向
を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し た と き
に 、 ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ ３ ＝ Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]と し て 定 義 す る 。
ま た 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を （ ｎ ｐ ｘ ２ － ｎ ｐ ｙ ２ ） × ｄ ２ と 定 義
し 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を （ ｎ ｐ ｘ ３ － ｎ ｐ ｙ ３ ） × ｄ ３ と 定 義 し
て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 第 ２ 保 護 層 １ ２ ２ 及 び 第 ３ 保 護 層 １ ２ ３ の そ れ ぞ れ の 面 内 リ
タ デ ー シ ョ ン が １ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ １ は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 屈 折 率 が ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０
． ２ の 関 係 を 有 す る 場 合 に お け る 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保
護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ と 、 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 し て
い る 。 同 図 に 示 す グ ラ フ か ら 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 を １ 以 下 と す る 第 ２ の 保 護 層 の 厚
さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ
せ 範 囲 を 図 示 す る と 、 同 図 中 に 示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 同 図 に 示 す 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 （ 境
界 ） を 、 そ れ ぞ れ 近 似 式 で 表 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ を
ｘ と し 、 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ を ｙ と し て 、 光 漏 れ の 比 を １ 以 下
と す る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向
の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ を 不 等 式 を 用 い て 表 す と 、
ｉ ） ０ ． ０ ≦ ｘ ＜ ３ ７ ． ５ の 範 囲 で 、
　 48.3-1.05× ｘ +0.00952× ｘ ２ ≦ ｙ ≦ 111.0-0.529× ｘ -0.00472× ｘ ２

ｉ ｉ ） ３ ７ ． ５ ≦ ｘ ≦ ５ ５ ． ０ 、 の 範 囲 で 、
　 342.0-16.9× ｘ -0.222× ｘ ２

　 　 ≦ ｙ ≦ 111.0-0.529× ｘ -0.00472× ｘ ２

と な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ ２ は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ４ の 光
学 特 性 を 有 す る 場 合 に お け る 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層
１ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ と 、 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 し て い る
。 同 図 に 示 す グ ラ フ か ら 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 を １ 以 下 と す る 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方
向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範
囲 を 図 示 す る と 、 同 図 中 に 示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 同 図 に 示 す 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 （ 境 界 ）
を 、 そ れ ぞ れ 近 似 式 で 表 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ を ｘ と
し 、 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ を ｙ と し て 、 透 過 率 比 を １ 以 下 と す る
第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ
デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ を 不 等 式 を 用 い て 表 す と 、
ｉ ） ０ ． ０ ≦ ｘ ＜ １ ０ ． ０ の 範 囲 で 、
　 8.75-0.957× ｘ +0.0093× ｘ ２ ≦ ｙ ≦ 90.3-0.368× ｘ -0.00832× ｘ ２

ｉ ｉ ） １ ０ ． ０ ≦ ｘ ＜ ３ ８ ． ０ の 範 囲 で 、
　 ０ ≦ ｙ ≦ 90.3-0.368× ｘ -0.00832× ｘ ２

ｉ ｉ ｉ ） ３ ８ ． ０ ≦ ｘ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で 、
　 431.0-22.8× ｘ +0.302× ｘ ２ ≦ ｙ ≦ 90.3-0.368× ｘ -0.00832× ｘ ２

と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ３ は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ の 光
学 特 性 を 有 す る 場 合 に お け る 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層
１ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ と 、 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 し て い る
。 同 図 に 示 す グ ラ フ か ら 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 を １ 以 下 と す る 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方
向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範
囲 を 図 示 す る と 、 同 図 中 に 示 す 範 囲 が 得 ら れ る 。 同 図 に 示 す 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 （ 境 界 ）
を 、 そ れ ぞ れ 近 似 式 で 表 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ を ｘ と
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し 、 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ を ｙ と し て 、 透 過 率 比 を １ 以 下 と す る
第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 さ 方 向 の リ タ
デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ を 不 等 式 を 用 い て 表 す と 、 ０ ． ０ ≦ ｘ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で 、
　 ０ ≦ ｙ ≦ 65.2-0.805× ｘ
と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 １ ２
３ の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 合 せ を 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ に お け る 屈 折 率 の 関 係 ご
と に 、 図 ２ １ 、 図 ２ ２ 、 図 ２ ３ 中 に 示 す 範 囲 内 に 設 定 す る こ と で 、 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５
を 構 成 す る 偏 光 層 １ ２ ０ の 位 置 で 、 よ り 光 分 散 が 少 な い 状 態 を 作 り 出 す こ と が で き る 。 こ
れ に よ り 、 第 １ 実 施 形 態 に 比 し て 、 黒 表 示 時 の 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 低 減 し て 、 液 晶
表 示 装 置 の 表 示 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ２ １ 及 び ２ ２ に 示 す よ う に 、 第
２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン が ０ ～ ２ ５ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る と き に は 、 第 ３ の 保 護 層
１ ２ ３ の リ タ デ ー シ ョ ン に よ っ て は 、 光 漏 れ の 比 を ０ ． ５ 以 下 と す る こ と が で き 、 光 漏 れ
の 低 減 効 果 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン が 、 上 記 条 件 を 満 た す も の で あ れ
ば 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ２ 、 １ ２ ３ と し て 、 一 般 的 に 保 護 層 と し て 使 用 さ れ る Ｔ Ａ
Ｃ 以 外 の も の を 使 用 し て も 良 い 。 ま た 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ ＝ ０ と す る 場 合
に は 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ を 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 か ら 削 除 す る こ と に よ っ て 、 厚 さ 方 向 の
リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ ＝ ０ を 実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　
　 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ と 同 様 な
構 成 を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お け る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 液 晶 層 １ ０ ３ の リ タ デ ー シ ョ
ン を ０ ｎ ｍ と し て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ （ 図 １ ） か ら 液 晶 層 １ ０ ３ を 除 い た 構 成 に お い て
、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ 、 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０ ５ 、 及 び 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ に よ る 光
漏 れ に 低 減 効 果 を 調 べ た 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 面 内 位 相 差 が ０ ～ １ ５ ｎ ｍ の 第 ３
の 保 護 層 １ ２ ３ 、 及 び 、 面 内 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ の 第 ２ 保 護 層 １ ２ ２ を 用 い た 。 ま た 、
第 ２ 保 護 層 １ ２ ２ の 光 軸 及 び 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 光 軸 方 向 は 、 基 板 垂 直 方 向 と し た 。 光
学 補 償 層 １ １ ７ と し て は 、 ｎ ｏ ＝ ｎ ｚ ＝ ｎ １ ＞ ｎ ｅ ＝ ｎ ２ （ た だ し 、 ｎ ｏ 、 ｎ ｅ は 基 板 平
面 内 で 直 交 す る 光 学 軸 方 向 の 屈 折 率 ） な る 複 屈 折 特 性 を 有 す る 負 の 一 軸 性 の 位 相 差 板 を 用
い 、 そ の 光 軸 を 偏 光 層 １ ２ ０ （ 図 ２ ） の 光 吸 収 軸 と 平 行 と し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ２ ４ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 得 ら れ た 、 第 ２ の 保 護 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と 、 斜 め
視 野 で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ
ン が ５ ５ ｎ ｍ の と き と 、 ８ ０ ｎ ｍ の と き と に つ い て 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み 方 向 の リ
タ デ ー シ ョ ン を ０ ～ ５ ５ ｎ ｍ の 間 で 変 化 さ せ る と 、 斜 め 視 野 で の 透 過 率 比 は 、 同 図 に 示 す
よ う に 変 化 す る 。 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ 及 び 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ
ン が そ れ ぞ れ ５ ５ ｎ ｍ の と き の 透 過 率 比 （ ０ ． ２ ５ ） を 基 準 （ １ ） と し 、 第 ２ の 保 護 層 １
２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン を 固 定 し て 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を 変
化 さ せ る と 、 透 過 率 比 は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 変 化 す る 。 同 図 か ら は 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２
３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ５ ５ ｎ ｍ ～ １ ２ ３ ｎ ｍ の 範 囲 と す る こ と で 、 第 ３ の 保 護
層 １ ２ ３ の 厚 み を ５ ５ ｎ ｍ と す る と き に 比 し て 、 光 漏 れ を 低 減 で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ２ ６ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 得 ら れ た 、 第 ２ の 保 護 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と 色 シ フ
ト 比 と の 関 係 を 示 し て い る 。 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン が ５ ５ ｎ ｍ
の と き と ８ ０ ｎ ｍ の と き と に つ い て 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を
０ ～ ５ ５ ｎ ｍ の 間 で 変 化 さ せ る と 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 差 の 比 は 、 同 図 に 示
す よ う に 変 化 す る 。 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン と 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み
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方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と を 変 化 さ せ 、 各 組 合 せ に お け る 色 度 差 比 を 求 め る と 、 図 ２ ７ に 示
す よ う に な る 。 同 図 か ら 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を 、 上 記 光 漏
れ を 低 減 で き る 範 囲 （ ５ ５ ～ １ ２ ３ ｎ ｍ ） と す る と き に は 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み 方
向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ０ ～ ３ ５ ｎ ｍ の 範 囲 と す る こ と で 、 色 度 差 比 を １ 以 下 と し て 、 色 味
の 変 化 を 抑 制 で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ２ ７ に お い て 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ｘ と し 、 第 ３ の 保
護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ｙ と し て 、 色 度 差 比 ０ ． ５ 未 満 と ０ ． ５ を 超 え
る 範 囲 と の 境 界 を 近 似 式 で 示 す と 、 ｘ ： ０ ～ １ ７ ｎ ｍ の 範 囲 に つ い て 、
　 ５ ７ ． ０ － ０ ． ２ ３ × ｘ ＋ ０ ． １ １ × ｘ ２ 　 （ 上 限 側 ）
　 １ ２ ０ ． ０ － ０ ． ４ ２ × ｘ － ０ ． ０ ８ × ｘ ２ 　 （ 下 限 側 ）
が 得 ら れ る 。 従 っ て 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン ｘ が ０ ～ １ ７ ｎ ｍ の 範 囲 に あ
る と き 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン ｙ が 、
　 ５ ７ ． ０ － ０ ． ２ ３ × ｘ ＋ ０ ． １ １ × ｘ ２

　 　 　 ≦ ｙ ≦ １ ２ ０ ． ０ － ０ ． ４ ２ × ｘ － ０ ． ０ ８ × ｘ ２

の 範 囲 に あ る と き に は 、 色 度 差 比 を ０ ． ５ 以 下 に し て 、 色 味 の 変 化 を 抑 制 す る 効 果 を 高 く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ７ に お い て 、 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み ｄ を 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン で 読
み 替 え る と 、 斜 め 視 野 に お け る 光 漏 れ を 気 に な ら な い レ ベ ル と す る こ と が で き 、 か つ 、 色
度 変 化 を 抑 制 で き る 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 光 学 補 償 層 １ １ ７
の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ は 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に な る 。 同 図 か ら 、 第 ２ 保 護 層 １
２ ２ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン を ０ ～ １ ８ ｎ ｍ と す る と き に は 、 光 学 補 償 層 １ １ ７ の リ
タ デ ー シ ョ ン を 、 ８ ３ ～ ２ １ ０ ｎ ｍ と す れ ば よ い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 液 晶 表 示 装 置 の 視 認 性 向 上 を 目 的 と し て 使 用 さ れ る ヘ イ ズ 値 を も つ 偏 光 板 の 表
面 処 理 を 、 黒 表 示 時 斜 め 方 向 の 光 漏 れ が 大 き い 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 考 え
る 。 そ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 偏 光 板 表 面 に 斜 め 方 向 に 入 射 し た 光 は 、 表 面 処 理 に よ
っ て 正 面 方 向 へ 出 射 さ れ る た め 、 斜 め 方 向 の 光 に よ っ て 正 面 視 野 で の 黒 輝 度 が 高 く な り 、
コ ン ト ラ ス ト 比 が 悪 化 す る 。 本 発 明 で は 、 光 学 補 償 に よ っ て 黒 表 示 時 の 斜 め 方 向 の 光 漏 れ
を 抑 制 す る こ と に よ り 、 表 面 処 理 に よ っ て 正 面 方 向 へ 出 射 さ れ る 光 を 抑 制 す る こ と が で き
る 。 こ の た め 、 正 面 視 野 で の 黒 輝 度 を 低 下 さ せ 、 正 面 方 向 の コ ン ト ラ ス ト 比 を 向 上 さ せ る
こ と が で き 、 よ り 高 精 細 な 表 示 が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 斜
め 方 向 の 光 漏 れ を 抑 制 す る こ と に よ り 、 様 々 な 表 面 処 理 の 組 み 合 わ せ が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 は 、 上
記 実 施 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 か ら 種 々 の 修 正 及 び 変 更
を 施 し た も の も 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 図 ２ （ ａ ） に お い て 、 光 学 補 償 層 １
１ ７ 、 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ 、 偏 光 層 １ ２ ０ 、 及 び 、 第 ４ の 保 護 層 １ ２ ４ を 積 層 し た も の を
一 体 構 成 と す る こ と も で き る 。 ま た 、 本 発 明 は Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 す る 黒 表 示 時
の 光 漏 れ と 色 シ フ ト を 抑 制 す る も の で 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に ホ モ ジ ニ ア ス 配 向
の 液 晶 層 を 有 し 、 黒 表 示 状 態 の ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 状 態 か ら 、 液 晶 分 子 を 基 板 面 に 対 し て 水
平 方 向 に 回 転 さ せ て 階 調 を 変 化 さ せ る 液 晶 表 示 装 置 で あ れ ば 、 そ の 他 の 液 晶 駆 動 方 式 に 対
し て も 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 例 と し て は 、 Ｆ Ｆ
Ｓ （ Ｆ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ 　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ） 型 と 言 わ れ る 液 晶 表 示 装 置 が 挙 げ
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 一 部 を 拡 大 し て 示
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す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 方 位 角 φ 及 び 視 野 角 θ を 定 義 す る 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン を 定 義 す る 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 透 過 率 比 と の 関 係
を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ６ 】 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向 で の 色 度 シ フ ト 比 と の
関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ７ 】 黒 表 示 時 の 光 漏 れ を 低 減 で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 抑 制 で き る 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー
シ ョ ン と 保 護 層 の 厚 み と の 組 み 合 わ せ 範 囲 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 部 を 拡 大 し て 示
す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方  向
で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ０ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向
で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ １ 】 黒 表 示 時 の 光 漏 れ を 低 減 で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 抑 制 で き る 第 １ 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範 囲 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ２ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向
で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ３ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向
で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ４ 】 黒 表 示 時 の 光 漏 れ を 低 減 で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 抑 制 で き る 第 １ 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範 囲 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ５ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向
で の 透 過 率 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ６ 】 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 側 の 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン と 斜 め 視 野 方 向
で の 色 度 シ フ ト 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ７ 】 黒 表 示 時 の 光 漏 れ を 低 減 で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 抑 制 で き る 第 １ 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範 囲 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ８ 】 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 光 学 補 償 の 様 子 を 示 す 模 式 図 。
【 図 １ ９ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 一 部 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ １ 】 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ）
＜ ０ ． ２ で あ る と き の 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方
向 リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 合 せ と 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ２ 】 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ）
＜ ０ ． ４ で あ る と き の 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方
向 リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 合 せ と 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ３ 】 光 学 補 償 層 １ １ ７ の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ）
≦ ０ ． ５ で あ る と き の 、 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 リ タ デ ー シ ョ ン と 第 ３ の 保 護 層 の 厚 さ 方
向 リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 合 せ と 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ４ 】 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 、 斜 め 視 野 で の 透 過 率 比 と の 関 係
を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ５ 】 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と 、 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ の 比
と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ６ 】 第 ２ の 保 護 層 の リ タ デ ー シ ョ ン と 色 度 差 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ７ 】 第 ２ の 保 護 層 １ ２ ２ の リ タ デ ー シ ョ ン 及 び 第 ３ の 保 護 層 １ ２ ３ の 厚 み 方 向 の リ
タ デ ー シ ョ ン と 、 色 度 差 比 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ８ 】 黒 表 示 時 の 光 漏 れ を 低 減 で き 、 色 度 シ フ ト 比 を 抑 制 で き る 光 学 補 償 層 の リ タ デ
ー シ ョ ン と 保 護 層 の 厚 み 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン と の 組 み 合 わ せ 範 囲 を 示 す グ ラ フ 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
１ ０ ０ ： 液 晶 表 示 装 置  
１ ０ １ 、 １ ０ ５ ： 偏 光 板  
１ ０ ２ ： Ｔ Ｆ Ｔ 基 板  
１ ０ ３ ： 液 晶 層  
１ ０ ４ ： カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板  
１ ０ ６ 、 １ １ ６ ： ガ ラ ス 基 板  
１ ０ ７ ： 絶 縁 層  
１ ０ ８ ： Ｔ Ｆ Ｔ  
１ ０ ９ ： 画 素 電 極  
１ １ ０ ： 対 向 電 極  
１ １ １ 、 １ １ ３ ： 配 向 膜  
１ １ ２ ： 液 晶 分 子  
１ １ ４ ： カ ラ ー フ ィ ル タ  
１ １ ５ ： 遮 光 層  
１ １ ７ 、 １ １ ８ ： 光 学 補 償 層  
１ ２ ０ ： 偏 光 板 層
１ ２ １ ～ １ ２ ４ ： 保 護 層
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【 図 ５ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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